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ＳＴＳ大豆って何？
～注目を集めるｎｏｎ－ＧＭＯの除草剤耐性大豆～

１２月８日に某民放のニュースでＳＴＳ大豆についての特集が組まれたこ

とをきっかけに、畑作振興課にＳＴＳ大豆について多くの問い合わせが寄せ

られておりますので、これまでに得た情報を御報告いたします。

ＳＴＳ大豆は、米国のデュポン社が開発したスルフォニルウレア系除草剤

（以下ＳＵ剤という）に耐性のある大豆です。ＳＴＳ大豆は、大豆用に登録

されたＳＵ剤に対し耐性を持っています。日本では、大豆に登録されたＳＵ

剤はありませんが、稲、麦、とうもろこし、稲科牧草などにＳＵ剤（ハーモ

ニー等）が使われています。除草剤耐性という点では、ＧＭＯのラウンドア

ップレディー大豆と同じですが、ＳＴＳ大豆は遺伝子組換え技術を用いず、

従来の育種技術（方法）により育成されたものです。省力的にｎｏｎ－ＧＭ

Ｏ大豆が生産できる点が評価され、最近の日本・欧州でのＧＭＯに対する反

応を追い風に、作付面積が増加しています。

日本での知名度は低いＳＴＳ大豆ですが、アメリカでは１９９２年から栽

培されており、現在約３５０品種、全米での作付面積（１２年見込み）は２

００～２５０万ｈａ（一部報道では３６０～４００万ｈａ）となっています。

作付けの大部分はイリノイ州ですが、アイオワ州、インディアナ州でも栽培

されているとのことです。

ＳＴＳ大豆のもう１つの特徴は、ＩＰハンドリングシステムが確立されて

いることです。契約による栽培と、流通段階での徹底した管理により他品種

（特にＧＭＯ大豆）の混入を防ぎ、輸出しています（しかし、１００％のＩ

Ｐハンドリングは不可能とのこと）。デュポン社では、１９９９年におよそ

１０万ｔのＩＰハンドリングされたＳＴＳ大豆が日本に輸出されたと推測し

ています。

現在、ＳＴＳ大豆の日本における栽培は行っておりません。また、日本の

品種とは形態や品質等の特性が異なるので、日本で栽培しようとしても正常

な生育は見込めないとのことでした。また、ＳＵ剤は、長年連用することに

よって、耐性雑草が出現しやすいという報告があります。

注：ＳＴＳ はデュポン社の登録商標ですＴＭ
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